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村
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
か
ら
10
年
を
経
て
、
原

子
力
の
安
全･

安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
考
え
や
要
望
を
お
持
ち
か

を
把
握
す
る
た
め
、「
防
災
と
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
調
査
結
果
を
ご
紹

介
し
ま
す
。調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

調
査
の
概
要

【
調
査
時
期
】平
成
22
年
８
月
30
日
〜
９
月
27
日

【
調
査
対
象
】村
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方（
１
５
０
０
人
）

【
サ
ン
プ
リ
ン
グ
】住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
無
作
為
抽
出

【
調
査
方
法
】郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト（
全
22
問
）

【
有
効
回
答
】５
４
３
件（
回
収
率
36･

２
％
）

調
査
結
果

回
答
者　

※
無
回
答
の
割
合
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

【
性
別
】男
性
▼
47･

３
％　

女
性
▼
51･

０
％

【
年
齢
】20
代
▼
５･

３
％ 

30
代
▼
19･

３
％ 

40
代
▼

19･

３
％ 

50
代
▼
16･

４
％ 

60
代
以
上
▼
37･

９
％

【
原
子
力
関
係
者（
専
門
家･

勤
務
者
）の
有
無
】有
▼
47･

７
％（
う
ち
自
分
自
身
が
専
門
家･

勤
務
者
で
あ
る
と

答
え
た
方
は
14･

７
％
）　

無
▼
49･

２
％

主
な
結
果

■
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
の
経
験
に
つ
い
て

　

平
成
11
年
９
月
30
日
に
村
内
に
住
ん
で
い
た
方
は
72･

０
％
、
周
辺
市
町
村
に
住
ん
で
い
た
方
は
13･

３
％
で
し

た
。
こ
の
う
ち
、
避
難
や
屋
内
退
避
の
対
象
地
域
だ
っ

た
方
は
76･

７
％
で
し
た
が
、
20･

６
％
の
方
は
事
故
対

応
や
仕
事
等
で「
避
難･

屋
内
退
避
を
し
な
か
っ
た
」と
答

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
当
時
、
村
や
周
辺
市
町
村

に
住
ん
で
お
ら
ず
、
事
故
を
直
接
経
験
し
て
い
な
い
方

は
14･

７
％
で
そ
の
多
く
が
比
較
的
若
年
の
方
で
し
た
。

■
原
子
力
防
災
訓
練
や
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

　

村
で
は
原
子
力
防
災
訓
練
を
ほ
ぼ
毎
年
、
住
民
参
加

で
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
に
参
加
し
た
経
験
が
２
回
以

上
あ
る
方
は
７･

９
％
、
１
回
だ
け
の
方
は
８･

５
％
で
、

82･

５
％
の
方
は
参
加
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
70
％
以
上
の
方
が
訓
練
は
役
に
立
つ
と
考
え
て
お

り（【
図
１
】）、
55･

６
％
の
方
が「
住
民
参
加
で
毎
年
実
施

す
べ
き
」と
答
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
で
配
布
し
た
原

子
力
防
災
の
資
料
は
多
く
の
方
が
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、

「
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
」と
答
え
た
方
は
16･

６
％
で
し
た
。

　

原
子
力
災
害
時
の
対
応
や
防
災
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら

知
ら
せ
て
ほ
し
い
こ
と（【
図
２
】）は
、
平
成
15
年
12
月
に

実
施
し
た
調
査
に
比
べ
、
多
く
の
項
目
で
回
答
率
が
減
少

し
ま
し
た
が
、「
わ
か
り
や
す
い
住
民
の
た
め
の
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」は
63･

２
％
か
ら
72･

９
％
へ
、「
緊
急
時
の
問
い

合
わ
せ
先
」は
40･

８
％
か
ら
47･

７
％
へ
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
防
災
と
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
を
報
告
し
ま
す

まあ役に立つまあ役に立つ
55％55％

とても役にとても役に
立つ18％立つ18％

無回答無回答
10％10％ほとんどほとんど

役に立た役に立た
ない５％ない５％

あまり役あまり役
に立たなに立たな
い12％い12％

【図１】原子力防災訓練は役に
立つと思うか

問
い
合
わ
せ
▼
原
子
力
対
策
課
原
子
力･

防
災
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
５
１
９
）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

科学的に分析された専門家情報

企業の事業活動の内容

原子力関連施設で扱っている危険物質

企業の緊急時や防災マニュアル

自治体の防災マニュアル

想定される事故･被害予測

わかりやすい防災ガイドブック

緊急時の問い合わせ先

特にない

【図２】原子力災害時の対応や防災について日ごろから
知らせてほしいこと
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原
子
力
災
害
が
起
き
た
際
の
行
動
は
、
64･

５
％
の
方

が「
知
っ
て
い
る
」「
少
し
知
っ
て
い
る
」と
答
え
て
い
ま
す
。

中
で
も「
屋
内
退
避
の
場
合
は
、
建
物
の
中
に
入
っ
て
ド

ア
や
窓
を
閉
め
る
」は
95･

１
％
と
最
も
多
く
、
最
も
少
な

か
っ
た
の
は「
歩
け
な
い
人
な
ど
助
け
が
必
要
な
場
合
は

自
治
会
長
や
民
生
委
員
に
連
絡
す
る
」53･

７
％
、
次
い
で

「
ペ
ッ
ト
は
屋
内
に
入
れ
、
水
や
エ
サ
を
や
っ
て
お
く（
避

難
所
に
は
連
れ
て
行
か
な
い
）」が
63･

１
％
で
し
た
。

　

村
で
は
、「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画（
さ
い
え

ん
プ
ラ
ン
）」を
策
定
中
で
す
が
、
支
援
が
必
要
な
場
合
の

行
動
等
も
含
め
た
分
か
り
や
す
い
防
災
情
報
の
提
供
が
課

題
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
る

方
は
、
災
害
時
の
行
動
を「
知
っ
て
い
る
」と
答
え
た
割
合

が
85
％
以
上
、
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
い
る
と
答

え
た
割
合
は
26･

９
％
で
、
防
災
の
備
え
と
い
う
面
か
ら
も

住
民
参
加
に
よ
る
訓
練
が
役
立
つ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

■
村･

国･

原
子
力
事
業
所
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

臨
界
事
故
を
教
訓
に
、
村･

国･

原
子
力
事
業
所
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
も
の（「
知
っ
て
い
る
」と
答
え
た
割
合
）は
、「
原

子
力
事
業
所
は
定
期
的
な
防
災
訓
練
を
強
化
し
て
い
る
」

31･

９
％
、「
経
済
産
業
省
内
に
原
子
力
安
全･

保
安
院
が

設
置
さ
れ
た
」27･

３
％
、「
原
子
力
立
地
地
域
へ
の
緊
急

事
態
応
急
対
策
拠
点
施
設（
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）の
設

置
と
原
子
力
防
災
専
門
官
の
常
駐
」26･

９
％
で
し
た
。

　

ま
た
、原
子
力
安
全
対
策
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
は「
緊

急
時
に
住
民
が
す
ぐ
に
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
」67･

２
％
、
次
い
で「
村
が
現

実
の
問
題
を
考
慮
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
」47･

７
％

で
し
た
。
村
で
も
、
情
報
連
絡
の
方
法
や
防
災
訓
練
の

さ
ら
な
る
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
村
が
行
っ
て
い
る
原
子
力
安
全
対
策
で
、「
戸

別
受
信
機
の
貸
し
出
し
」は
62･

８
％
、「
放
射
線
監
視
」

は
46･

４
％
の
方
が
知
っ
て
い
る
一
方
、「
事
業
所
へ
の
立

ち
入
り
調
査
」「
緊
急
生
活
物
資
の
準
備
」等
は
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
村
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
自
治
会

単
位
で
住
民
原
子
力
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

■
今
後
の
原
子
力
と
村
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　

原
子
力
施
設
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
平
成
11
年
３
月

と
臨
界
事
故
後
の
３
回
の
調
査
を
比
較
す
る
と（【
図

３
】）、
原
子
力
施
設
を「
安
全
」と
考
え
て
い
る
方
の
割

合
は
臨
界
事
故
後
に
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
調
査
で
は
事
故
前
の
割
合
を
上
回
り
ま
し
た
。ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
を
推
進
す
る
と
考
え
て

い
る
方
が
75･

９
％
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
原
子
力
を
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
る
べ
き
か（【
図
４
】）に
つ
い
て
は
最
も

多
か
っ
た
の
が「
原
子
力
安
全
研
究
と
防
災
体
制
の
モ

デ
ル
と
な
る
自
治
体
を
目
指
す
」63･

４
％
、次
い
で「
温

暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
た
め
、
原
子
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
進
め
る
」45･

３
％
で
し
た
。

　

な
お
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
３
月
末
に
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
公
開
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【図４】今後のまちづくりと原子力

0 10 20 30 40 50 60 70 80

温暖化対策に貢献するため原子力エネルギー利用を進める

原子力安全研究と防災体制のモデルとなる自治体を目指す

J-PARCを中心に最先端の原子力科学研究拠点を目指す

J‐PARCを活用して最先端医療を受けられるまちを目指す

研究者との交流や市民講座を通じて村民が科学に触れられる科学文化のまちを目指す

原子力科学に関連した高度科学技術の教育機関を誘致する

原子力開発が進むアジアの人材育成センターとなる

核不拡散やテロ防止対策など核セキュリティのアジア拠点を目指す

原子力よりも環境保全や新エネルギー関連施設を積極的に誘致する

複数回答（％）

【図3】原子力施設の安全性について
どのように考えているか

0 20 40 60 80 100

平成11年
３月

平成11年
12月

平成20年
12月

今回の
調査

JCO
臨界事故

45.3

63.4

18.8

28.2

22.8

25.6

5.0

11.6

16.6

安全

まあまあ安全
少し危険
危険

わからない

無回答
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　口座振替納税は、指定した金融機関の口座から、指定した
税金を自動的に引き落として納めることができる便利な制度
です。一度申し込むと次年度以降も継続されます。ぜひご利
用ください。

●納め忘れがない●納め忘れがない

●納税に出向かなくてよい●納税に出向かなくてよい

●申し込み手続きが簡単●申し込み手続きが簡単

納税は「口座振替」をお勧めします納税は「口座振替」をお勧めします

●個人村･県民税（普通徴収分）
●固定資産税･都市計画税
●軽自動車税 ※車検用納税証明書は後日郵送します。
●国民健康保険税

取り扱い税目

●全期前納（第１期の振替日に年税額を納付）※個人村･県民税と固定資産税･都市計画税のみとなります。
●期別納付（各納期の振替日に期別税額を納付）

納付種別

●常陽銀行　●筑波銀行　●水戸信用金庫　●茨城県信用組合　●中央労働金庫　●ひたちなか農業協
同組合　●ゆうちょ銀行　

口座振替のできる金融機関

申し込み
■申請に必要なもの■

①通帳 ②届出印 ③納税通知書（新規課税等の場合は不要）※預金口座のある金融機関備え付けの「村
税等預金口座振替納入依頼書」で申し込みください。役場での申し込みはできません。

■申込期限･振替日（平成23年度）■

※申込期限に間に合わない場合は、次の納期から口座振替を開始します。
※残高不足等で振替ができなかった場合は、役場から郵送する納付書で納めてください。

●個人村･県民税、固定資産税･都市計画税、軽自動車税…税務課収納管理室（☎282-1711 内線1116）
●国民健康保険税…保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1132）

問い合わせ

個人村･県民税 固定資産税･都市計画税 軽自動車税 国民健康保険税

申込期限 振替日 申込期限 振替日 申込期限 振替日 申込期限 振替日
全期前納 ５月10日 ６月30日 ３月10日 ５月２日
第１期 ５月31日 ６月30日 ３月31日 ５月２日 ４月28日 ５月31日 ６月30日 ８月１日
第２期 ８月１日 ８月31日 ６月30日 ８月１日 ８月１日 ８月31日
第３期 ９月30日 10月31日 10月31日 11月30日 ８月31日 ９月30日
第４期 12月30日 平成24年１月31日平成24年１月31日平成24年２月29日 ９月30日 10月31日
第５期 10月31日 11月30日
第６期 11月30日 12月27日
第７期 12月30日 平成24年１月31日
第８期 平成24年１月31日平成24年２月29日

※固定資産税･都市計画税の全期前納は３月10日、個人村･
県民税の全期前納は５月10日までに申し込みください。
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茨城県市町村総合事務組合では、平成23年度
「県民交通災害共済」の加入申し込みを受け付けて
います。これは、年一定額の会費を支払うと、加
入者が交通事故でけがや死亡した場合、その度合
いに応じて見舞金が支払われる制度で、平成22
年９月現在、村では約6,000人が加入しています。
いざというときに見舞金を受け取ることがで

きる「県民交通災害共済」に、ご家族おそろいで、
ぜひご加入ください。

■大人…900円／人
■中学生以下（平成23年４月１日現在）…500円
／人　※村では、平成23年４月１日で４歳以
上中学生以下の方と、70歳以上の方を対象に、
会費の半額を助成します。該当する方は、必
ず印鑑をお持ちください。

■死亡…100万円
■最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

■日本国内の道路上を通行中の自動車、バイク、
自転車等の接触･衝突･転落･転覆事故等によ
る人の死傷

■４月１日から平成24年３月31日までの１年
間　※途中加入の場合は、申し込みの翌日か
ら平成24年３月31日までとなります。

次の書類と印鑑をお持ちの上、環境政策課（役
場行政棟４階）へご請求ください。
■会員証
■運転免許証（免許の必要な車両を運転中に事故
を起こしたとき）
■交通事故証明書（自動車安全運転センター所
長発行のもの）※この交通事故証明書のない
事故に基づく請求は、指定の「事故申立書」を
使用し、最高９等級（３万円）まで（「災害区分
別見舞金額一覧」参照）の支給となります。

■診断書（医師の診断書や柔道整復師･はり師
･きゅう師等の施術証明書）※カイロプラク
ティックなどは、診療行為から除外されます。

家族そろって

県民交通災害共済に加入しましょう県民交通災害共済に加入しましょう

会費（１年間）

万一のときの見舞金

対象となる交通事故

共済期間

見舞金の請求手続き

※次のような事故の場合、共済見舞金の全部ま
たは一部が給付されませんので、ご注意くだ
さい。①会員または見舞金受取人の故意によ
る事故　②会員が無免許･酒気帯び運転中に
生じた事故またはその事実を承知で同乗して
いた事故　③地震･洪水･暴風･その他の天災
によって生じた事故　④正当な理由なく医師
の指示に従わなかったとき　⑤会員または見
舞金受取人の重大な過失による事故　⑥法令
に違反し、茨城県市町村総合事務組合長が不
適切と認める事故

環境政策課備え付けの「県民交通災害共済加
入申込書」に必要事項を記入の上、会費を添え
て、環境政策課生活･安全担当（☎282-1711 
内線1455）へ申し込みください（平成22年度の
会員証がある方はお持ちください）。申し込み
は年間を通して随時受け付けています。なお、
出張受け付けも行います。

《出張受け付けの日時・場所》

等級 災害区分 見舞金額
１ 死　　亡 100万円
２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円
３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円
４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円
５ 治療実日数  91日以上の傷害 15万円
６ 治療実日数  61日以上の傷害 10万円
７ 治療実日数  41日以上の傷害 8万円
８ 治療実日数  21日以上の傷害 6万円
９ 治療実日数  ８日以上の傷害 3万円
10 治療実日数  ３日以上の傷害 2万円
身障 身体障害者１級･２級該当 50万円

期　日 時　間 場　所

２月18日（金）
10：00～11：30 真崎コミュニティセンター

13：30～15：00 舟石川コミュニティセンター

２月21日（月）
10：00～11：30 白方コミュニティセンター

13：30～15：00 村松コミュニティセンター

２月22日（火）13：30～15：00 石神コミュニティセンター

２月23日（水）13：30～15：00 中丸コミュニティセンター

災害区分別見舞金額一覧

申し込み・問い合わせ
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●●統計調査に尽力の調査員５人に栄誉
１月19日、茨城県庁（水戸市）で平成22年度「茨城県統計功
労者表彰式」が開催され、村内では構造統計作成のため
の商業･工業統計調査に20回以上従事してきた清水三男
さん（村松）が経済産業大臣表彰、各種統計調査に15回以
上従事してきた岡部隆さん（石神外宿）が茨城県知事表彰、
同じく９回以上従事してきた吉田英

えい じ ゅ

寿さん（白方）と袖山信
吾さん（舟石川駅西）、舛井保男さん（白方）の３人が茨城
県統計協会総裁表彰を受賞しました。数々の公的統計調
査に携わり、社会で広く有効活用される情報基盤の整備
に尽力された皆さんの受賞、誠におめでとうございます。

上段左から▼
清水さん、岡部
さん、吉田さん
下段左から▼
袖山さん、舛井
さん

●縄文時代にも、ここで暮らす人がいたんだね！
１月19日、新しい照沼小学校の校舎の建築に伴い調査が実施され
ている堀

ほっこめ

米A遺跡で発掘調査見学･体験発掘が行われました。この
遺跡は縄文時代に食べ物等を保存していた“貯蔵穴”と考えられる
土坑や住居の跡、そして縄文土器等が見つかっています。見学･
体験はここ照沼小学校に通う児童（萩谷幸子校長･児童数129人）を
対象に実施され、調査中の貯蔵穴や出土した土器･耳飾りを間近に
見て、皆、興味津々――。また、体験発掘に挑戦した４～６年生は、
土の中から土器のかけらや貝を見つけ、「ここは貝塚かな」「縄文時
代もここに人がいたんだ」などとうれしそうな表情を見せ、身近な
所に歴史や先祖の暮らしがあることを実感しているようでした。

●● ●新たに４事業所とレジ袋削減に関する協定を締結
１月21日、役場で「東海村におけるレジ袋削減に関する
協定締結式」が行われました。これまでの25店舗に、株
式会社サンテ（「イースト薬局」･「ノース薬局」）、株式会
社沼崎洗化（「クリーニング専科」東海店･東海駅西口店）、
ＪＡひたちなか（東海ファーマーズマーケット「にじのな
か」）、茅根商事株式会社（「アルコ」東海店）の４事業所６
店舗が加わりました。締結式では、事業所、東海村地球
温暖化対策地域協議会（会長･川松文夫さん）、東海村の
３者が、将来の世代に、より良い地球環境を引き継ぐこ
とを目指し、協定書へ署名しました。



● 7

●
認
知
症
と
間
違
え
ら
れ
や
す
い

「
日
付
や
曜
日
が
分
か
ら
な
い
」「
物
忘
れ
が
増
え
た
」

「
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
」と
い
っ
た
記
憶
力
の
低
下
症

状
の
た
め
、
認
知
症
を
疑
い
、
受
診
す
る
５
人
に
１
人

は
、
認
知
症
で
は
な
く
、
実
は
、
う
つ
病
だ
っ
た
と
診

断
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
に
よ
り
、
周

り
の
こ
と
に
興
味
や
関
心
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
覚
え
て
い
な
か
っ
た
だ
け
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
た
め
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
内 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

有
機
栽
培
に
つ
い
て
、
有
機
農
業
推

進
法
で
は
、「
化
学
的
に
合
成
さ
れ
た

肥
料
及
び
農
薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
並

び
に
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
利
用
し

な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
農
業
生
産

に
由
来
す
る
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る

限
り
低
減
し
た
農
業
生
産
の
方
法
を

用
い
て
行
わ
れ
る
農
業
を
い
う
」と
さ

れ
て
お
り
、
無
農
薬
で
堆た

い
ひ肥

を
使
用
す

る
栽
培
方
法
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
村
内
で
無
農
薬

栽
培
農
産
物
を
直
売
所
へ
出
荷
す
る
生
産

者
で
も
、
堆
肥
だ
け
で
は
栄
養
が
不
十
分

と
感
じ
て
化
学
肥
料
を
追
肥
と
し
て
使
用

す
る
と
い
う
方
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
有
機
農
業
の
世
界
で
は
、
堆
肥
さ
え
も
使
用
し
な

い
無
肥
料
栽
培
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
青
森
県
の
リ
ン
ゴ

農
家
の
例
が
著
名
で
す
が
、
全
国
で
無
肥
料
栽
培
が
少
し

ず
つ
浸
透
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
化
学
肥
料
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
堆
肥
も
使
用
せ
ず
に
立
派
な
農
産
物
が
収
穫
で
き

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
側
面
か
ら
研

究
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
」と
称
さ
れ
る
植
物
共
生
菌
類
で
す
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ
る
有
機
農

業
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
研
究
の
第
一
人

者
の
一
人
と
さ
れ
る
茨
城
大
学
の
成な

り
さ
わ澤

才か
ず
ひ
こ彦

さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
地
中
で
展
開
さ
れ
る
植
物
と
共
生
菌
が
繰
り
広
げ
る

不
思
議
な
世
界
を
解
き
明
か
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
期

日
や
場
所
、
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
日
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

進肥びなに限用れる
土の中の不思議な世界

vol.vol.2020

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

33

チチチチチチチチチチチチチチチチチチ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
生

活･

介
護
相
談
や
、
介
護
予
防
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
う
つ
病
に
よ
り
、
要
介
護･

要
支
援
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
う
つ
病

に
関
す
る
相
談
に
は
、
保
健
師･

看
護
師･

精
神
保
健
福
祉

士
が
対
応
し
ま
す
の
で
、「
う
つ
病
か
も
し
れ
な
い
」と
感

じ
た
場
合
は
、
お
気
軽
に
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
気
付
か
れ
に
く
く
か
か
り
や
す
い
、

高
齢
者
の
う
つ

加
齢
と
と
も
に
、
発
症
す
る
こ
と
へ
の
不
安
が
強
ま
る

疾
患
の
一
つ
に
、
認
知
症
が
あ
り
ま
す
が
、
う
つ
病
も
認

知
症
と
並
ん
で
多
い
疾
患
の
一
つ
で
す
。
60
歳
以
上
の
約

15
％
は
う
つ
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
５
％

近
く
が
、
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
期
は
、
う
つ
病
の
き
っ
か
け
が
増
え
る

体
力
の
衰
え
、
病
気
や
け
が
、
退
職
、
親
し
い
人
と

の
別
れ
、
子
ど
も
の
独
立
、
交
流
機
会
の
減
少
―
―
な

ど
、
高
齢
期
は
、
う
つ

病
の
き
っ
か
け
と
な
る
、

喪
失
体
験
、
社
会
的
孤

立
か
ら
く
る
慢
性
的
な

ス
ト
レ
ス
や
、
悲
し
い

出
来
事
等
が
最
も
多
い

世
代
で
す
。

睡眠睡眠 ・質の良い眠りで心と体に休養を・質の良い眠りで心と体に休養を
食事食事 ・いろいろな食材でバランス良く、１日３食・いろいろな食材でバランス良く、１日３食
休養休養 ・落ち着ける場所でゆったりと・落ち着ける場所でゆったりと
交流交流 ・地域の活動を知り、参加してみよう・地域の活動を知り、参加してみよう
相談相談 ・考え込まず、ゆっくりと少しずつ話してみよう・考え込まず、ゆっくりと少しずつ話してみよう

うつ病にならない日常生活のヒント

認知症同様、男女問わず、
誰もがかかる可能性があ
るんじゃ！

「立てない」
「歩けない」

＝
栄養状態が悪化して、閉じ
込もりが続き、体力や筋力が
低下して、歩くことが困難に

うつ病の発症と進行
「今まで楽しめたこと
が楽しめない」「動くの
が面倒」「食欲がわか
ない」「眠れない」

興味や感情が喪失し、
健康への意欲も失われる＝

…寝たきりに…寝たきりに

うつ病をうつ病を
放っておくと…放っておくと…

うつ病にうつ病に
なってしまうと…なってしまうと…

そして、そして、
とうとう…とうとう…
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

離
婚
し
た
と
き
の
夫
婦
間
の

離
婚
し
た
と
き
の
夫
婦
間
の

厚
生
年
金
の
分
割
に
つ
い
て

厚
生
年
金
の
分
割
に
つ
い
て

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
離
婚
し
た
と
き
に
、
厚
生
年

金
の
加
入
記
録
を
夫
婦
で
分
割
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
た「
合
意
分
割
制
度
」と
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
実

施
さ
れ
た「
３
号
分
割
制
度
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
分
割
さ
れ
る
年
金
は
厚
生
年
金
の
み
で
、
国

民
年
金
は
分
割
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
合
意
分
割
制
度

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
夫
婦
が
平
成
19
年
４
月

１
日
以
降
に
離
婚
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金

の
加
入
記
録
の
多
い
人
か
ら
少
な
い
人
へ
、
加
入
記
録
を
分

割
で
き
ま
す
。
そ
の
分
割
割
合
は
両
者
で
協
議
し
て
決
め
、

原
則
と
し
て
離
婚
後
２
年
以
内
に
年
金
事
務
所
に
請
求
し

ま
す
。
協
議
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
は
、一
方
の
求
め
に
よ
っ

て
裁
判
所
が
分
割
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
３
号
分
割
制
度

厚
生
年
金
の
加
入
者（
こ
こ
で
は
夫
と
仮
定
し
ま
す
）

と
、
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者（
こ
こ
で
は
妻
と
仮
定
し
ま
す
）が
離
婚
し
た

場
合
、
平
成
20
年
４
月
以
降
の
妻
が
扶
養
さ
れ
て
い
た

期
間
に
つ
い
て
、
夫
の
厚
生
年
金
の
加
入
記
録
の
２
分

の
１
の
額
を
妻
に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

分
割
は
、
被
扶
養
配
偶
者（
妻
）だ
っ
た
人
が
年
金
事
務

所
へ
請
求
す
る
だ
け
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐

０
５
‐
１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

「
ざ
ぶ
ん
賞
っ
て
何
？
」…
…
。
夏
休
み
の
課
題
作

文
で
目
に
留
ま
っ
た
言
葉
で
し
た
。内
容
を
見
る
と
、

水
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
受
け
付
け
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
以
前
体
験
し
た
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン

グ（
浜
辺
で
貝
殻
等
さ
ま
ざ
ま
な
漂
着
物
を
拾
い
集

め
て
観
察
し
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と
）や
、
久
慈
川

の
水
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の〝
ざ
ぶ
ん
〞と
い
う
意
味
は
何
な

の
か
、
そ
の
説
明
を
受
け
て
納
得
し
ま
し
た
。〝
ざ

ぶ
ん
〞と
は
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
、
水
の

音
、
そ
し
て
文
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
波
の
音
を
表
す

〝
ざ
ぶ
ー
ん
〞と〝
ざ･

文
〞を
掛
け
て
い
る
の
だ
そ
う

で
す
。
そ
し
て「
ざ
ぶ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
生
命

の
源
で
あ
る
水
や
海
を
通
じ
て
、
命
や
自
然
の
大
切

さ
を
知
り
、
環
境
保
全
や
安
全
活
動
と
い
っ
た
行
動

が
で
き
る
人
に
な
ろ
う
と
い
う
事
業
で
す
。
全
国
の

同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
現
実
に
起
き

て
い
る
こ
と
を
文
章
や
詩
に
し
て
呼
び
掛
け
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
私
は「
ざ
ぶ
ん
賞
」で
特
別
賞
を
い
た

だ
き
、
自
分
が
書
い
た
文
章
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

小
野
寺
優
さ
ん
が
絵
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
す
べ
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
作
家
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
表
彰
式
で
は
切
り
絵
作
家
の

百ひ
ゃ
っ
き
ま
る

鬼
丸
さ
ん
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
と
て
も
細
か
い
作
業
だ
っ
た
の
に
、

短
時
間
で
一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
、
文
章
や
言
葉

の
力
だ
け
で
な
く
、
表
現
の
仕
方
は
た
く
さ
ん
あ

る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

今
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
多
く
の
人
た
ち
が

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
の
暑
さ
は
異
常

で
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
自
然
環
境
を
守
ろ
う
と

す
る
生
活
が
大
切
で
あ
り
、
き
れ
い
な
水
を
残
す

こ
と
は
、
未
来
の
私
た
ち
や
川
に
生
息
す
る
生
物

に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
通
し
て
、
自
然
環
境
を
守
ろ
う

と
活
動
し
て
い
る
人
が
こ
ん
な
に
も
い
る
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
現
在
の
私
に
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ

を
使
う
、
水
道
の
水
を
流
し
っ
放
し
に
し
な
い
、

小
ま
め
に
電
気
を
消
す
な
ど
小
さ
な
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が

未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ざ
ぶ
ん
賞
」を
受
賞
し
て

「
ざ
ぶ
ん
賞
」を
受
賞
し
て

東
海
南
中
学
校
２
年

東
海
南
中
学
校
２
年

舟
石
川

舟
石
川　　

川川か

わ

さ

き

か

わ

さ

き崎崎　

み
な
み

　

み
な
み

エッセー頑張る

ＶＯＬ .  １２３ＶＯＬ .  １２３

今どきの

青少年
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【
俳　

句
】

朝
の
陽
へ
翔
び
た
つ
鳩
や
冬
の
駅

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

薄
塩
の
魚
干
し
た
り
空
っ
風

東　

海　

佐
藤　

と
よ

元
朝
の
あ
た
た
か
き
か
な
露
店
の
灯

村　

松　

松
本　

正
勝

あ
い
さ
つ
の
語
尾
は
ね
あ
が
る
霜
の
道

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

松
過
ぐ
や
縮
む
生た

つ
き活
の
夕
餉
か
な

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

春
と
い
ふ
優
し
い
風
に
身
を
つ
つ
む

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

古
季
迎
え
良
き
年
祈
る
初
日
の
出

外　

宿　

西
山　

純
一

あ
け
ぼ
の
や
酢
の
香
の
妻
の
寒
土
用

豊　

白　

小
林　

久
男

　
　
【
短　

歌
】

さ
り
げ
な
く
明
る
い
声
で
大
事
に
と
見
舞

い
し
友
の
難
病
思
う舟石

川
駅
東　

助
川
今
朝
吉

ホ
テ
ル
に
て
酒
樽
の
ま
わ
り
飾
り
い
る
松

竹
梅
の
花
に
指
触ふ

る舟石
川
駅
東　

工
藤　

和
一

振
り
返
え
り
ゃ
父
の
逝
き
た
る
年
な
り
て

無
形
の
教
え
今
も
忘
れ
じ

村　

松　

髙
橋　

正
弘

か
け
足
で
冬
陽
が
沈
む
年
の
瀬
を
花
餅
飾

り
て
親
子
で
憩
う

内　

宿　

村
上　

文
江

暖
か
く
冬
の
陽
ざ
し
の
届
く
部
屋
独
り
静

か
に
本
を
読
み
お
り外　

宿　

髙
槌　

す
み

か
が
や
け
る
冬
の
星
座
を
立
ち
て
見
る
来

し
方
行
く
末
し
み
じ
み
思
う

外　

宿　

小
林
美
代
子

年
明
け
て
明
る
さ
求
め
コ
ミ
セ
ン
で
各
種

事
業
は
千
客
万
来

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

吾
が
庭
の
つ
ぼ
み
膨
む
寒
椿
八
重
紅
の
開

く
を
待
て
る

船　

場　

舛
井
庫
之
助

幾
本
の
門
松
乗
せ
し
ト
ラ
ッ
ク
よ
正
月
を

待
つ
心
が
は
ず
む

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

初
護
摩
の
け
む
り
の
ど
か
に
な
び
き
い
て

陽
の
や
わ
ら
げ
る
み
寺
に
ぎ
わ
う

須
和
間　

柴
山　

靖
子

石
神
の
瓜
や
な
す
び
の
豊
か
さ
の
手
向
け

に
な
れ
よ
久
慈
川
の
水

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

地
平
線
横
た
う
雲
を
丸
く
染
め
し
だ
い
に

紅
き
初
日
の
出
拝
む緑

ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

玄
関
の
前
に
咲
き
い
る
福
寿
草
春
あ
た
ら

し
く
幸
せ
の
花

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

黄
海
の
波
よ
荒
る
な
静
か
な
れ
魚
雷
で
沈

み
兄
眠
る
ゆ
え

南　

台　

根
本
内
俊
男

白
鵬
の
六
十
四
連
勝
阻
止
せ
る
は
郷
土
茨

城
の
稀
勢
の
里
な
り村

松
北　

黒
沢　

孝
子

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ ■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

■ギャラリーA（２階）

須和間在
住の山口歓
一･紅雪夫妻
が主催する
書道塾の作
品展。2009
年の開催に
引き続いて
今回が２回目の開催となります。古典書のほか、
各自の個性豊かな作風とテーマで近代詩文、一
字書等約40点を展示します。

第２回山口第２回山口書道書道塾展塾展
２月27日（日）～３月５日（土）２月27日（日）～３月５日（土）

午前10時～午後６時午前10時～午後６時
※最終日は午後３時閉館※最終日は午後３時閉館

発掘された白方遺跡群発掘された白方遺跡群
２月20日（日）～３月５日（土）２月20日（日）～３月５日（土）

午前10時～午後７時午前10時～午後７時
※最終日は正午閉館※最終日は正午閉館

新しい
白方小学
校の建設
に伴い、
平成19年
8月から
平成20年
3月にかけて、発掘調査が実施されました。そ
の成果について、東海村教育委員会の主催によ
り、土器や玉類等の遺物や、写真を展示して紹
介します。

■ギャラリーＢ（１階）
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小さな知識で大きな安心 原子力 ･防災マメ知識 ⑬

ヨウ素は、甲状腺ホルモンの構成成分として
必須の微量元素であり、甲状腺にはヨウ素を取
り込み、蓄積する機能があります。
原子力施設の事故で環境中に放出された放射

性ヨウ素（核分裂生成物の一種）が呼吸や飲食に
より体内に吸収されると、甲状腺に集まって甲
状腺組織内で放射線を出し続けます。その結果、
甲状腺障害が起こり、晩発性の障害として甲状
腺腫や甲状腺機能低下症を引き起こす可能性が
あります。このため、大気中の放射性ヨウ素の
濃度が高くなり、体内に取り込まれる恐れがあ
る場合、安定ヨウ素剤（放射性でない）をあらか
じめ服用することにより、放射性ヨウ素が甲状
腺に集まるのを防ぐことができます。
安定ヨウ素剤の予防的服用は、放射性ヨウ素

を吸入する24時間前から吸入直後が最も効果
的（90％以上抑制できる）ですが、放射性ヨウ
素摂取８時間後に服用しても、相当の抑制効果
（40％程度）があるといわれています。

安定ヨウ素剤の投与量は
年齢により異なります。投
与に当たっては、時に副作
用を起こすことがあるの
で、医師等専門家の判断が
必要になります。ヨウ素過
敏症や造影剤過敏症と言わ
れたことがあるかなども大
切な情報です。
こうしたことから、村では安定ヨウ素剤を正し

く投与するため、各家庭配備ではなく、救護所や
避難所等で医師等の指導の下に服用していただ
くこととしています。なお、40歳以上の人は、放
射線被ばくにより誘発される甲状腺がんのリスク
が低いので、服用の必要はないとされています。
村では、住民に投与できる十分な量の安定ヨ
ウ素剤を保管しています。
●問い合わせ 原子力対策課原子力･防災担当
（☎282-1711 内線1519）

安定ヨウ素剤の服用

地上デジタル放送簡易チューナー
を無償給付します！
総務省では、経済的な理由等により地上デ

ジタル放送に移行できない世帯に対し、アナ
ログテレビに取り付ける簡易チューナー（１台）
を無償で給付する支援を行っています。１月
からその支援対象がNHKの放送受信料全額免
除世帯の方に加え、市町村民税非課税世帯の
方にも広がりました。
■新たに加わった支援対象と支援内容
支援対象…市町村民税非課税世帯の方　支援
内容…①簡単なチューナー（１台）をお住まいへ
配送します。②設置･操作方法を電話でサポー
トします。※NHKの放送受信料全額免除世帯の
方の支援内容については、平成22年９月10日発
行の「広報とうかい」（５ページ）をご覧ください。
■問い合わせ 総務省地デジチューナー
支援実施センター（☎0570-023724　
つながらない場合は☎043-332-2525　
FAX043-302-0284）※午前９時から午後
９時まで（土･日曜日、祝日は午後６時まで）
にお問い合わせください。

地デジ未対応の方へ

第32回東海村教育振興大会
入場
料無料

入場
料無料

支援対象が広がりました！

申込期限は
７月24日まで(消印有効)

■期　　日 ２月18日（金）
■時　　間 ①式典…午後１時20分～２時
　②発表…午後２時10分～２時30分　③
記念講演…午後２時30分～４時15分
■内　　容 ①教育分野における功績者の表
彰式　②村松小学校による吹奏楽の演奏　
③記念講演　演題…「～折れない『やる木』の
育て方～」　講師…杉浦健さん
■問い合わせ 学校教育課企画総務担当（内
線1417）

杉浦健（すぎうら･たけし）
近畿大学教職教育部
准教授。「スポーツ心
理学」「青年心理学」
「教育心理学」が専
門。特に人間の“やる

気”の問題について、スポーツを通しての研
究を行っており、多数の著書も執筆してい
る。主な著書に「スポーツ選手よ 強くなるに
は『哲学』を持て！―折れないこころをつくる
メンタルトレーニング」「スポーツ心理学者
が教える働く意味の見つけ方」などがある。

場所

東海
文化センター東海
文化センター

安定ヨウ素剤
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屋外放送が無料で聞けるテレホンサービス（☎0120-42-4848）

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

納期限 ２月28日（月）

納付
種別

固定資産税（第４期分）
国民健康保険税（第８期分）
後期高齢者医療保険料（第８期分）
介護保険料（第６期分）

診療時間午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

11日（金）村立東海病院 282-2188
13日（日）尾形クリニック 282-4781
20日（日）村立東海病院 282-2188
27日（日）東海クリニック 283-1711
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
すべての電話から（☎254-9900）

平成 23年 1月１日現在（前月比）
世帯数 14,356 世帯 （＋ 10）
総人口 37,506 人　 （＋ 31）
男 18,905 人　 （＋ 29）
女 18,601 人　 （＋２）

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳細は、村公式ホームページをご覧ください。

●人口と世帯数●

●２月の納付●

●２月の休日診療●

●窓口業務時間延長●

「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

　

と
う
か
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
が
企
画
し
た
、「
と
う
か
い
環
境
フ
ェ
ス

タ
〜
伝
え
よ
う
子
ど
も
た
ち
に
水
と
緑
ゆ

た
か
な
ふ
る
さ
と
を
〜
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
19
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

内
容
▼
①
基
調
講
演　

演
題
…「
家
庭
か

ら
進
め
る
エ
コ
生
活
」　

講
師
…
赤
星

た
み
こ
さ
ん（
漫
画
家
） 

②
村
松
小
学

校
児
童
に
よ
る
環
境
活
動
発
表 

③「
湊

ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」に
よ
る
演

奏 

④
環
境
配
慮
品
抽
選
会
等

利
用
期
間
▼
３
月
１
日（
火
）
〜
平
成
24

年
２
月
29
日（
水
）

場
所
▼
白
方･

豊
岡
地
内
の
畑
地

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

募
集
区
画
▼
先
着
30
区
画
程
度

利
用
料
▼
１
区
画
当
た
り
３
０
０
０
円
／

年（
１
区
画
約
50
平
方
メ
ー
ト
ル
）

・

２
月
19
日（
土
）以
降（
月
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
に
、
利
用
料
と
印
鑑
を
持
参
の

上
、農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

地
元
の
熟
練
農
家
を
は
じ
め
、
茨
城
県

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会（
Ｊ
Ａ
）等
の
指
導
に
よ
る

講
義
と
実
習
を
通
し
て
、
農
産
物
の
栽
培

か
ら
直
売
所
に
出
荷
す
る
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
ま
す
。

期
間
▼
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の

１
年
間（
毎
週
１
回
程
度
開
講
）

場
所
▼
講
義
…
Ｊ
Ａ
東
海
会
館
ほ
か　

実

習
…
村
内
の
農
地

対
象
▼
村
内
在
住
で
農
業
を
始
め
よ
う
と

考
え
て
い
る
方

定
員
▼
先
着
30
人

受
講
料
▼
無
料

・

２
月
14
日（
月
）以
降
に
、
Ｊ
Ａ
ひ

た
ち
な
か･

東
海
営
農
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
０
２
０
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

「
新
規
就
農
者
確
保
育
成
事
業
」

「
新
規
就
農
者
確
保
育
成
事
業
」

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集

募 集

家
庭
菜
園
の
利
用
者
募
集

家
庭
菜
園
の
利
用
者
募
集

暮
ら
し

「
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り
」

「
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り
」

出
演
者
等
募
集

出
演
者
等
募
集

募 集
　

東
海
村
観
光
協
会
で
は
、
４
月
に
阿

漕
ヶ
浦
公
園
内
で
開
催
す
る「
東
海
さ
く

ら
ま
つ
り
」に
来
場
す
る
方
が
楽
し
め
る

企
画
を
お
持
ち
の
方
、
４
月
９
日（
土
）

･

10
日（
日
）の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、
特

技
等
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

そ
の
他
▼
出
演
者
等
は
、
東
海
村
観
光
協

会
で
決
定
し
ま
す
。

・

２
月
25
日（
金
）ま
で
に
、
東
海

村
観
光
協
会
事
務
局（
経
済
課
内 

内
線

１
４
３
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料
▼
無
料

と
う
か
い
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
事
務
局（
環
境
政
策
課
内 

内
線

１
４
５
３
）
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感
染
力
が
非
常
に
強

く
、
か
か
る
と
症
状
の

重
い
麻ま

し

ん疹（
は
し
か
）は
、

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種

す
る
こ
と
で
、
免
疫
効

果
が
、
よ
り
強
く
確
実
に
得
ら
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
対
象
者
で
、

ま
だ
接
種
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
期
限
▼
３
月
31
日（
木
）ま
で

対
象
▼
▽
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
▽
平
成
９
年
４
月

２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▽

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
―
―
の
方

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
対
象
者
に
は
、
予
防
接
種
予

診
票
を
平
成
22
年
３
月
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。
▽
転
入
等
で
予
防
接
種
予
診
票

が
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

期
日
▼
３
月
16
日（
水
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー「
え
が
お
」

対
象
▼
企
業
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
に

関
心
の
あ
る
方

定
員
▼
先
着
30
人

内
容
▼
①
講
演　

演
題
…「
今
だ
か
ら
こ

そ
必
要
と
さ
れ
る
！
企
業
の
チ
カ
ラ
！

〜
地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
〜
」

講
師
…
井
上
忠
志
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ォ
ー
ラ
ム･

ネ
ク
ス
ト
代
表
） 

②
村

内
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
事
例
紹
介

受
講
料
▼
無
料

・

３
月
８
日（
火
）ま
で
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」

（
☎
283
局
４
５
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

「
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」を
開
催

「
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」を
開
催

お
済
み
で
す
か
？

お
済
み
で
す
か
？

麻
疹
・
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

麻
疹
・
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
・
場
所
▼
①
２
月
17
日（
木
） 

午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）…
役
場
行
政
棟

健
康･

医
療

福
祉

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー「
絆
」で
開
催
し
て
い
る「
ふ
れ
あ
い

募 集

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」出
演
ボ
ラ

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」出
演
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

ン
テ
ィ
ア
募
集

東海三丁目地区

権現堂地区

白方地区

　

県
と
村
で
は
、
都
市
計
画
を
決
定
す
る

た
め
、
都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ

の
案
に
対
し
て
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
▼
２
月
14
日（
月
）か
ら
28
日（
月
）ま
で

※
土･

日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

内
容
▼
①
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
変
更 

②
区
域
区
分
の
変
更（
左
図
参

照
） 

③
用
途
地
域
の
変
更（
左
図
参
照
）

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧
を
行
い
ま
す

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧
を
行
い
ま
す

意
見
書
提
出
▼
２
月
28
日（
月
）（
必
着
）ま
で

に
、
縦
覧
場
所
備
え
付
け
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
で
、

①
②
は
茨
城
県
知
事･

橋
本
昌（
土
木
部

都
市
計
画
課
扱
い 

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６
）へ
、
③
は
東

海
村
長･

村
上
達
也（
建
設
水
道
部
都
市

政
策
課
扱
い 

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東

海
３
‐
７
‐
１
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所
・

▽
役
場
行
政
棟
２
階

（
都
市
政
策
課
都
市
整
備
担
当 

内
線

１
２
４
３
）▽
県
庁
21
階（
茨
城
県
都

市
計
画
課 

☎
301
局
４
５
９
２
）※
③
を

除
き
ま
す
。

東
側
玄
関
ロ
ビ
ー 

②
２
月
23
日（
水
） 

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で（
午
後

０
時
15
分
〜
１
時
30
分
を
除
く
）…

ジ
ャ
ス
コ
東
海
店

持
参
す
る
も
の
▼
▽
自
動
車
運
転
免
許
証

等
の
身
分
を
証
す
る
も
の（
過
去
の
献

血
で
、
本
人
確
認
が
済
ん
で
い
な
い
方

の
み
）▽
献
血
手
帳･

献
血
カ
ー
ド（
お

持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

広
場
」で
、
楽
器
の
演
奏
や
手
品
等
の
特

技
を
披
露
す
る
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日

を
除
く
）の
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
に

出
演
で
き
る
方

そ
の
他
▼
▽
使
用
す
る
楽
器
等
の
道
具
は

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
▽
楽
器
に

よ
っ
て
は
演
奏
を
お
断
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
▽
１
人
で
も
、
団
体
で
も

出
演
で
き
ま
す
。

・

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282

局
２
８
０
４
）
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
に
よ
る「
ひ
な
ま

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
に
よ
る「
ひ
な
ま

つ
り
会
」を
開
催

つ
り
会
」を
開
催

　

図
書
館
で
は
、
ひ
な
祭
り
に
関
す
る
読
み

聞
か
せ
や
工
作
等
を
行
う「
ひ
な
ま
つ
り
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
２
月
26
日（
土
） 

午
後
２
時
〜
３
時

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室
」を
開
催

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室
」を
開
催

期
日
▼
２
月
24
日
、
３
月
３
日･

10
日･

17
日

･

24
日･

31
日（
す
べ
て
木
曜
日 

全
６
回
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方（
先
着
10
人
）

講
師
▼
佐
藤
澄
江
さ
ん（
社
団
法
人
日
本

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
公
認
指
導
員
）

参
加
費
▼
１
０
０
円
／
人

・

佐
藤
勝
廣
さ
ん（
中
丸･

東
海
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
事
務
局 

☎
283
局
０
０
７
４
）

そ
の
他

子
育
て

育
児
講
座「
リ
ズ
ム
遊
び
」を
開
催

育
児
講
座「
リ
ズ
ム
遊
び
」を
開
催

　

歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た

り
、楽
器
を
使
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
２
月
24
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

対
象
等
▼
１
歳
６
か
月
か
ら
３
歳
ま
で
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者（
先
着
20
組
）

講
師
▼
綿
引
順
子
さ
ん

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
、
靴
を
入
れ
る
袋
を
持

参
の
上
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

・

２
月
14
日（
月
）以
降
の
午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
土･

日
曜
日
を
除
く
）に
、

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園（
☎

287
局
７
１
１
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
村
立
図
書
館

対
象
▼
小
学
生
以
下
の
方

参
加
費
▼
無
料

村
立
図
書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）※
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

村
で
は
、
明
る
く
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
に
は
、
健
康
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
東
海

村
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
推
進
委
員
会
に

お
い
て
、「
第
２
次
東
海
村
健
康
づ
く
り
推

進
計
画（
案
）」を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、「
東

海
村
意
見
公
募
手
続
実
施
要
綱
」に
基
づ

き
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
場
所
▼
①
保
健
セ
ン
タ
ー（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー「
絆
」内
） 

②
保
健
年
金
課（
役

場
行
政
棟
１
階
） 

③
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー 

④
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
▼
公
表
場
所
備
え
付
け
の
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
８
日

（
火
）ま
で
に
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
９

‐
１
１
１
２ 

村
松
２
０
０
５ 

282
局

２
７
０
５ 

hoken-c@
vill.tokai.

ibaraki.jp

）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
①
必
要
事
項
の
記
入
が
な
い
も

の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
②
内
容

に
つ
い
て
個
別
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
③
概
要
の
公
表

（
匿
名
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

「
第
２
次
東
海
村
健
康
づ
く
り
推
進
計
画

「
第
２
次
東
海
村
健
康
づ
く
り
推
進
計
画

（
案
）」へ
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

（
案
）」へ
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
東
海
村
地
域

福
祉
計
画
推
進
会
議
に
お
い
て
、「
第
２

次
東
海
村
地
域
福
祉
計
画（
素
案
）」を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、「
東
海
村
意
見
公
募

手
続
実
施
要
綱
」に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
等
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
場
所
▼
①
社
会
福
祉
課（
役
場
行
政

棟
１
階
） 

②
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」 

③
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

④
村

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
▼
公
表
場
所
備
え
付
け
の
様

式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２
月
28

日（
月
）ま
で
に
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、
社
会
福
祉
課（
〒
３
１
９
‐

１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７
‐
１ 

282
局

８
９
１
９ 

syakaifukusi@
vill.tokai.

ibaraki.jp
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
①
必
要
事
項
の
記
入
が
な
い
も

の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
②
内
容

に
つ
い
て
個
別
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

「
第
２
次
東
海
村
地
域
福
祉
計
画（
素

「
第
２
次
東
海
村
地
域
福
祉
計
画（
素

案
）」へ
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

案
）」へ
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
③
概
要
の
公
表

（
匿
名
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
担
当（
内
線

１
１
８
３
）

「
東
海
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減

「
東
海
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減

免
認
可
団
体
証
」の
有
効
期
間
を
延
長
し
ま
す

免
認
可
団
体
証
」の
有
効
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

村
で
は
、
平
成
20
年
１
月
以
降
に
郵
送
し

た
、「
東
海
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用

料
減
免
認
可
団
体
証
」の
有
効
期
間（「
東
海

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減
免
決

定
通
知
書
」の
免
除
期
間
）を
延
長
し
ま
す
。

有
効
期
間
▼
平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で

そ
の
他
▼
原
則
、
３
月
31
日（
木
）ま
で
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
、

延
長
後
の
有
効
年
月
日
が
記
載
さ
れ
た

シ
ー
ル
を
受
け
取
り
、「
東
海
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減
免
認
可
団

体
証
」に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
３
４
１
）
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職
種
等
▼
訪
問
介
護
員（
若
干
名
）

雇
用
要
件
▼
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
お
よ

び
介
護
員
養
成
研
修
２
級
以
上
の
課

程
を
修
了
し
た
方

雇
用
期
間
▼
３
月
15
日
〜
平
成
24
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
時
間
▼
週
20
時
間
程
度（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
含
む
）

賃
金
等
▼
賃
金
…
時
給
１
０
０
０
円　

諸

手
当
…
通
勤
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当

選
考
方
法
▼
面
接
試
験
、
作
文「
福
祉

ニ
ュ
ー
ス
で
関
心
を
持
っ
た
も
の
」

募 集

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
募
集

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
募
集

【
東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー
】

業
務
内
容
等
▼
ご
み
の
計
量
や
料
金
の
収

受
等
の
受
け
付
け
業
務（
１
人
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
水
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
10
万
５
０
０
０
円

福
利
厚
生
…
社
会
保
険･

雇
用
保
険
に

加
入

【
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い
】

業
務
内
容
等
▼
家
具
の
修
理
等
に
関
す
る

募 集

東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー

東
海
村
清
掃
セ
ン
タ
ー･･

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
と
う
か
い
非
常
勤
嘱
託
員
募
集

プ
ラ
ザ
と
う
か
い
非
常
勤
嘱
託
員
募
集

業
務（
１
人
）

勤
務
日
時
▼
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

（
水
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
45
分
を
週
５
日

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
12
万
４
０
０
０
円

福
利
厚
生
…
雇
用
保
険
に
加
入

【
共
通
事
項
】

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月

31
日

諸
手
当
▼
通
勤
手
当

選
考
方
法
▼
２
月
25
日（
金
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
22
日（
火
）ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼

付
）を
持
参
の
上
、
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

政
策
担
当（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局

７
２
８
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
立
図
書
館
非
常
勤
嘱

東
海
村
立
図
書
館
非
常
勤
嘱

託
員（
司
書
）募
集

託
員（
司
書
）募
集

業
務
内
容
等
▼
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
業
務（
６
人
程
度
）

雇
用
要
件
▼
①
司
書
の
資
格
を
有
す
る
②

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･
エ
ク
セ
ル
）の
基
本

的
な
操
作
が
で
き
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

（
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
と
火
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
11
時
〜

午
後
７
時
を
週
５
日（
シ
フ
ト
勤
務
）

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
17
万
２
０
０
０
円

諸
手
当
…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…

社
会
保
険･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
３
月
４
日（
金
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
27
日（
日
）ま
で（
月
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
、
①
履
歴
書（
顔
写
真

貼
付
）②
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写

し
―
―
を
持
参
の
上
、
村
立
図
書
館

（
☎
282
局
３
４
３
５
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

業
務
内
容
等
▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
把

握
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
相
談

に
応
じ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
疑

問
や
不
安
等
の
解
消
を
図
る
な
ど
の
介

護
相
談
事
業
に
関
す
る
業
務（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
①
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

募 集

な
ご
み

な
ご
み･･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
相
談
員
募
集

介
護
相
談
員
募
集

業
務
内
容
等
▼
外
国
人
が
利
用
す
る
村
内

研
究
機
関
等
を
ウ
ェ
ブ
連
携
さ
せ
る
制

度
の
設
計･

整
備
、
村
内
に
滞
在
す
る

募 集

外
国
人
を
対
象
と
し
た
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

外
国
人
を
対
象
と
し
た
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
に
か
か
わ
る
非
常
勤
嘱
託
員
募
集

プ
化
に
か
か
わ
る
非
常
勤
嘱
託
員
募
集

外
国
人
へ
の
生
活
支
援
情
報
等
の
提
供

や
各
種
支
援
の
仲
介
等
の
業
務（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
①
役
場
に
通
勤
が
可
能
②
普

通
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有
す
る
③

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
構
築
や
管

理
が
で
き
る
④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
や
運
用
が
で
き
る
⑤
英
会
話
が
で

き
る（
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ⅰ
Ｃ
７
３
０
点
以
上
が

望
ま
し
い
）―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月

31
日

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝

日
を
除
く
）の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
23
万
３
０
０
０
円

諸
手
当
…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…

社
会
保
険･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
２
月
25
日（
金
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
23
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
持
参
の
上
、
政
策
推
進
課

政
策
推
進
担
当（
内
線
１
３
３
２
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ン
タ
ー
に
通
勤
が
可
能
②
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ
ル
）の
基
本
的
な
操

作
が
で
き
る
③
普
通
自
動
車
の
運
転

免
許
を
有
す
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
を
月
10
日

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
７
万
円　

諸
手
当

…
通
勤
手
当

選
考
方
法
▼
２
月
26
日（
土
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

２
月
23
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
持
参
の
上
、
な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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会
場
に
開
催
し
ま
す
。

主
な
催
し
な
ど
▼
左
表
参
照

そ
の
他
▼
市
内
を
周
遊
す
る「
漫
遊
バ
ス
」

（
無
料
）の
運
行（
運
行
日
限
定
）の
ほ

か
、
弘
道
館
正
門
の
特
別
開
放（
２
月

20
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
の
土･

日
曜

日
、
祝
日
）等
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
戸
の
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
社
団
法
人
水
戸
観
光
協
会
内 

☎
224
局

０
４
４
１
）

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

２月20日（日）【第１観梅デー】
　▼梅まつり開幕記念品プレゼント（偕楽園
東門ほか／９:00 ～）▼野外琴の会（偕楽園
／ 10:00 ～ 15:00）
２月26日（土）
　▼水戸黄門まつり太鼓（偕楽園／ 18:00
～ 18:30）など
２月27日（日）【第２観梅デー】
　▼野点茶会（偕楽園／10:00～ 15:00）
▼水戸のひな流し（偕楽園／11:00～12:00）
３月５日（土）
　▼五軒香梅ひな流し（偕楽園／ 10:30
～ 12:00）▼夜の偕楽園･夜梅祭（偕楽園／
18:00 ～ 21:00）
３月６日（日）【第３観梅デー】
　▼観梅民謡まつり（水戸市民会館／ 9:30
～ 16:00▼野点茶会（偕楽園／ 10:00 ～
15:00）など
３月12日（土）
　▼マンドリン演奏（偕楽園／ 18:00 ～
18:30）など
３月13日（日）【第４観梅デー】
　▼野点茶会（偕楽園／ 10:00 ～ 15:00）
▼観梅俳句大会（茨城県立青少年会館／
10:00 ～ 14:00）
３月20日（日）【第５観梅デー】
▼野点茶会（偕楽園／ 10:00 ～ 15:00）

３月27日（日）【第６観梅デー】
▼野外琴の会（偕楽園／10:00～15:00）など

水
戸
市

水
戸
市
●●
水
戸
の
梅
ま
つ
り

水
戸
の
梅
ま
つ
り

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
水
戸
の
梅
ま
つ

り
」―
―
今
年
は
２
月
20
日（
日
）か
ら
３

月
31
日（
木
）ま
で
、
偕
楽
園
や
弘
道
館
を

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
正

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
正

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

　

特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金（
時

間
額
）が
改
正
さ
れ
ま
し
た（
下
表
参
照
）。

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
224
局
６
２
１
６ 

http://w
w
w
.

ibarakiroudoukyoku.go.jp/

）

鉄鋼業 793円
はん用機械器具、生
産用機械器具、業務
用機械器具製造業

778円

計量器･測定器･分析
機器･試験機･理化学
機械器具、医療用機
械器具･医療用品、
光学機械器具･レン
ズ、電子部品･デバ
イス･電子回路、電
気機械器具、情報通
信機械器具、時計･
同部分品製造業

772円

各種商品小売業 744円

１
年
間

謝
礼
▼
年
額
12
万
円

選
考
方
法
▼
１
次
選
考（
書
類
審
査
）と
２

次
選
考（
１
次
選
考
通
過
者
の
面
接
）

を
行
い
ま
す
。

・

東
海
村
総
務
課（
役
場
行
政
棟
３

階
）備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、「
応
募
理
由
」と「
地
域
の

話
題
」を
各
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た

も
の
を
添
え
て
、
２
月
28
日（
月
）（
当
日

消
印･

送
信
有
効
）ま
で
に
、
郵
送･

フ
ァ

ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、茨
城
県
広
報
広
聴
課（
〒
３
１
０

‐
８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６ 

☎
301
局
２
１
２
８ 

301
局
２
１
６
８ 

koho3@
pref.ibaraki.lg.jp

）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、応
募
用
紙
は
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref.ibaraki.

jp

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募 集

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」募
集

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」募
集

活
動
内
容
▼
①
県
の
主
要
事
業
や
施
設
等

に
関
す
る
テ
ー
マ（
特
集
記
事･

年
２

回
）、
県
の
特
産
物
や
観
光
情
報
等
に

関
す
る
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ（
コ
ラ
ム

･

年
２
回
）に
つ
い
て
、
取
材
し
、
原

稿
を
作
成
し
ま
す（
取
材
に
は
、
県
広

報
広
聴
課
職
員
や
制
作
ス
タ
ッ
フ
が

同
行
し
ま
す
）。 

②
委
嘱
状
交
付
式
と

活
動
説
明
会（
４
月
）、
意
見
交
換
会

（
10
月
〜
11
月
）へ
出
席
し
ま
す
。

応
募
資
格
等
▼
①
県
内
在
住
で
満
20
歳
以

上
の
女
性（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
務
員
や
議
会
議
員
で
な
い
③
取
材

先
が
希
望
す
る
日
時
に
合
わ
せ
て
取
材

で
き
る（
主
に
平
日
の
日
中
）④
自
分
で

取
材
先
に
移
動
で
き
る（
県
内
全
域
が

取
材
範
囲
）―
―
を
満
た
す
方（
４
人
）

任
期
▼
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の

（
８
０
０
字
程
度
）

試
験
日
▼
３
月
３
日（
木
）

申
込
書
の
請
求
▼
申
込
書（
願
書･

履
歴

書
）は
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
直
接
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

・

２
月
23
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
、
①
願
書
②
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）③
作
文
―
―
を
持
参
の
上
、

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー「
絆
」内 

☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



16 ●

夢は…。“助産師”
白方小学校６年●荒

あ ら い

井美
み わ

和
　私の夢は助産師になることです。きっかけは、テレ
ビで赤ちゃんが生まれる時の感動と、そこに至るまで
の助産師さんの活躍を伝える番組を見たことです。こ
の時、私もこの感動をそばで感じられたらいいと思い、
この職業にあこがれるようになりました。
　私にはこんな助産師になりたいという理想もありま
す。それは、どんなお産にも自信を持って立ち向かえ
る助産師です。テレビで見た助産師さんのように、難
産であっても時間をじっくりかけて、一つの命をしっ
かり守れるような人になりたいです。そして、赤ちゃ
んのお母さんに「ありがとう」と感謝され、頼りにされ
ることが目標です。
　そのために、これからは少しでもこの職業を理解で
きるように勉強したり、赤ちゃんの世話の仕方を学ん
だりして、夢を実現できるようにがんばりたいです。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-119

ちびっこ
美術館

●村　松
幼稚園 くん武

む と う

藤光
こ う き

希
こま回し

こまを回しているところを描いてく
れた光希くん（６歳）。こまを大きく描
いたので紙を付け足してもらったそ
うです。回すときは持ち方も工夫し
ているという光希くん――こまを回
して練習の成果を見せてくれました。

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　
（
株
）あ
け
ぼ
の
印
刷
社

広
報 

と
う
か
い　
２
月
10
日
号

２
０
０
５
年
、
わ
が
家
に
待
望
の
赤

ち
ゃ
ん
、
由ゆ

い衣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
育
児
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
日
々

成
長
し
て
い
く
わ
が
子
に
驚
き
、
感
動

す
る
毎
日
で
し
た
。

そ
し
て
２
０
０
７
年
、
次
女
の
悠は

る

か花

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
由
衣
は
２

歳
４
か
月
―
―
妹
の
誕
生
を
待
ち
望
ん

で
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ
誕
生
す
る
と

急
に
わ
が
ま
ま
に
な
り
、い
わ
ゆ
る〝
赤

ち
ゃ
ん
が
え
り
〞が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
る
で
２
人
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い

る
よ
う
な
慌
た
だ
し
い
毎
日
で
し
た
。

２
人
は
何
で
も
同
じ
事
を
し
た
が
り

ま
す
。
買
い
物
の
時
に
悠
花
が
カ
ー
ト

に
乗
れ
ば
、
由
衣
も
乗
り
た
が
り
、
２

台
の
カ
ー
ト
を
押
し
な
が
ら
買
い
物
を

す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

由
衣
が「
抱
っ
こ
し
て
」と
言
え
ば
、
悠

花
も「
抱
っ
こ
し
て
」と
言
い
ま
す
。
２

人
を
抱
っ
こ
す
る
の
は
と
て
も
大
変
な

の
で
す
が
、「
お
姉
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
我
慢

し
て
」と
言
う
の
は
何
だ
か
不
公
平
な

よ
う
に
思
え
、
２
人
一
緒
に
抱
っ
こ
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
時
、「
大
変
だ
ね
、
が
ん
ば
っ
て
」

と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
―
―

そ
ん
な
や
り
取
り
か
ら
心
が
温
ま
る
こ

と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
２
人
は
５
歳
と
３
歳
。
お
互
い

が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
時
に
は
け
ん
か

も
す
る
け
れ
ど
と
て
も
仲
の
よ
い
姉
妹

に
な
り
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば
、
あ
ん

な
に
抱
っ
こ
が
好
き
だ
っ
た
由
衣
は
抱
っ

こ
を
せ
が
む
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
悠
花
は
ま
だ
抱
っ
こ
が
大
好
き
で

す
が
、
由
衣
の
よ
う
に
い
つ
か
は
卒
業

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち

の
成
長
は
、
う
れ
し
く
、
頼
も
し
い
け

れ
ど
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
春
、
悠
花
も
幼
稚
園
に
入
園
し

ま
す
。
思
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
話
を
聞
い
て
く
れ
る
友
人
た
ち
、

保
育
士
さ
ん
や
幼
稚
園
の
先
生
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
輩
方
、
遠
方
か
ら
優

し
く
見
守
っ
て
く
れ
る
両
親
、
積
極
的

に
育
児
を
し
て
く
れ
る
夫
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て「
お
母
さ
ん
は

宝
物
！
」と
言
っ
て
励
ま
し
、
笑
わ
せ
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
毎
日
ど
れ
ほ

ど
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
か
知
れ
ま

せ
ん
。
未
熟
な
母
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
笑
っ
て
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記

子
育
て
奮
戦
記
●●
表
紙
の

表
紙
の[[

ひ
と
ひ
と]]

高高た

か

や

ま

た

か

や

ま山山  

優優ゆ

う

こ

ゆ

う

こ子子
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